








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 金額（両） 銀額（匁） 銭額（文） 大板金







納合（収入合計） 22,754.875 101.394 2,831
右金銀成替（貨幣の両替、省略）
差引　御遣方元高 22,592.375 1,149.504 557,328 3枚
典拠：享和2年9月「神田橋　寛政十二　申年米金納拂御勘定目録下札帳」（一橋G1-3）
































































































































































































































































































































































































項目 金額（両） 銀額（匁） 銭額（文）
1 御小納戸金渡 3,000.000
2 一橋御遣方江入 3,000.000
3 御廣敷御用人渡 1,187.250 55,967
4 御内証様江　被進金 100.000
5 御普請奉行渡 418.250 28,357
6 御納戸頭渡 1,654.750 43,786
7 御賄頭渡 1,424.250 687.060 272,877
8 御馬役渡 286.000 16,785
9 神田橋御庭奉行渡 622.250 33,641





12 御目付渡　是者大川筋御川狩之節差出候川船賃 3.250 738









16 田安　御屋形江御立寄ニ付　御入用へ渡 5.750 2,336
17 大納言様御水痘ニ付　御入用へ渡 3.500 1,464
18 御台様神田橋　御屋形江　御立寄ニ付　諸色御入用渡 570.750 74.000 6,458
19 淑姫君様御輿ニ付　諸色御入用残金渡 11.500 8.000 3,010
20 五百姫君様御誕生ニ付　諸色御入用渡 17.250 47.600 4,070
21 峯姫君様御誕生ニ付　諸色御入用渡 39.250 63.900 2,117
22 尾張中将様御家督ニ付　諸色御入用渡 4.250 933
23 久之助様御宮ニ付　諸色御入用渡 196.750 95.670 3,416
24 久之助様御髪置御祝儀ニ付　諸色御入用渡 63.000 31.000 3,385
25 本之丞様御誕生ニ付　諸色御入用渡 25.250 2,847
26 本之丞様御箸初御祝儀ニ付　諸色御入用渡 48.750 1,654
27 久之助様・本之丞様御旒（ヵ）御用　諸色御入用渡 46.500 2,684
28 紀姫様御逗留ニ付　諸色御入用渡 88.500 1,330
29 田安　近姫様御誕生ニ付　諸色御入用渡 23.750 320
30 濱町御屋敷御普請ニ付　諸色御入用渡 279.250 3,132
31 大猷院様百五十回　御忌御法事ニ付　諸色御入用渡 8.000 15.300 687
32 有徳院様五十回　御忌御法事ニ付　御入用渡 1.250 1,229
33 瑩（ヵ）光院様御新葬　御法事ニ付　御入用渡 1.250 1,011
34 恍現院様一回　御忌御法事ニ付　御入用渡 0.250 687
35 尾張大納言様御逝去ニ付　諸色御入用渡 10.500 2,527
36 拝借金渡 100.000
37 渡合（支出合計） 14,998.625 1,074.132 542,345
典拠：一橋G1-3　註：銭の合計額が一致しないが、史料上の表記に従った。大板金が項目6（2枚）・22（1枚）
において計上されており、合計では3枚となる。

































































































































































































































































































































































































項目 金額（両） 銀額（匁） 銭額（文）
1 御小納戸金渡 3,000.000
2 一橋御遣方江入 3,000.000
3 御廣敷御用人渡 1,187.250 55,967
4 御内証様江　被進金 100.000
5 御普請奉行渡 418.250 28,357
6 御納戸頭渡 1,654.750 43,786
7 御賄頭渡 1,424.250 687.060 272,877
8 御馬役渡 286.000 16,785
9 神田橋御庭奉行渡 622.250 33,641





12 御目付渡　是者大川筋御川狩之節差出候川船賃 3.250 738









16 田安　御屋形江御立寄ニ付　御入用渡 5.750 2,336
17 大納言様御水痘ニ付　御入用渡 3.500 1,464
18 御台様神田橋　御屋形江　御立寄ニ付　諸色御入用渡 570.750 74.000 6,458
19 淑姫君様御輿ニ付　諸色御入用残金渡 11.500 8.000 3,010
20 五百姫君様御誕生ニ付　諸色御入用渡 17.250 47.600 4,070
21 峯姫君様御誕生ニ付　諸色御入用渡 39.250 63.900 2,117
22 尾張中将様御家督ニ付　諸色御入用渡 4.250 933
23 久之助様御宮ニ付　諸色御入用渡 196.750 95.670 3,416
24 久之助様御髪置御祝儀ニ付　諸色御入用渡 63.000 31.000 3,385
25 本之丞様御誕生ニ付　諸色御入用渡 25.250 2,847
26 本之丞様御箸初御祝儀ニ付　諸色御入用渡 48.750 1,654
27 久之助様・本之丞様御旒（ヵ）御用　諸色御入用渡 46.500 2,684
28 紀姫様御逗留ニ付　諸色御入用渡 88.500 1,330
29 田安　近姫様御誕生ニ付　諸色御入用渡 23.750 320
30 濱町御屋敷御普請ニ付　諸色御入用渡 279.250 3,132
31 大猷院様百五十回　御忌御法事ニ付　諸色御入用渡 8.000 15.300 687
32 有徳院様五十回　御忌御法事ニ付　御入用渡 1.250 1,229
33 瑩（ヵ）光院様御新葬　御法事ニ付　御入用渡 1.250 1,011
34 恍現院様一回　御忌御法事ニ付　御入用渡 0.250 687
35 尾張大納言様御逝去ニ付　諸色御入用渡 10.500 2,527
36 拝借金渡 100.000
37 渡合（支出合計） 14,998.625 1,074.132 542,345
典拠：一橋G1-3　註：銭の合計額が一致しないが、史料上の表記に従った。大板金が項目6（2枚）・22（1枚）
において計上されており、合計では3枚となる。









































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 金（両） 銀（匁） 銭（文）





6 遠州未御年貢小物成共 124.000 5.490
7 遠州未口米石代口永共 390.000 12.930
8 遠州未御年貢不熟米石代 1,725.000 13.130
9 遠州未御廻米納不足切石代 134.750 21.360
10 遠州未水車運上 0.250 12.000


















22 諸向上納 1,497.000 1,181.355 118,495
23 諸向拝借返納出目銀共御遣方江入 231.250 1,469.283
24 納合 41,549.375 1,278,464.793 302,714
25 金銀成替（貨幣の両替、省略）
26 除金 -554.750 -191.140 -114,150
27 差引　御遣方元高 60,652.875 6,440.485 1,752,709
28 渡合（支出合計） -48,553.000 -5,465.990 -1,712,116
29 差引残而　申十二月廿九日有高 12,099.875 974.495 40,589
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 金（両） 銀（匁） 銭（文）





6 遠州未御年貢小物成共 124.000 5.490
7 遠州未口米石代口永共 390.000 12.930
8 遠州未御年貢不熟米石代 1,725.000 13.130
9 遠州未御廻米納不足切石代 134.750 21.360
10 遠州未水車運上 0.250 12.000


















22 諸向上納 1,497.000 1,181.355 118,495
23 諸向拝借返納出目銀共御遣方江入 231.250 1,469.283
24 納合 41,549.375 1,278,464.793 302,714
25 金銀成替（貨幣の両替、省略）
26 除金 -554.750 -191.140 -114,150
27 差引　御遣方元高 60,652.875 6,440.485 1,752,709
28 渡合（支出合計） -48,553.000 -5,465.990 -1,712,116
29 差引残而　申十二月廿九日有高 12,099.875 974.495 40,589





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































17 納合（前年残高＋収入） 31,068.84485 23.82474
18 右米成替（米の両替、省略）




















B 渡合 25,093.08460 1,922.65659
C 差引残而　申十二月廿九日有高（A－B） 3,728.48925 98.61768




表 5　寛政 12 年度「一橋勘定目録」における「一般会計」の「米方」収支
37
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（81）
単
年
度
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
三
八
九
両
余
と
示
し
た
が
四
三
、
「
隠
居
所
」
財
政
を
含
め
る
と
一
橋
家
財
政
全
体
で
は
「
金
方
」
の
単
年
度
収
支
の
赤
字
が
黒
字
へ
と
転
換
す
る
こ
と
な
る
。
「
米
方
」
単
年
度
収
支
で
の
「
隠
居
所
」
の
赤
字
の
大
き
さ
を
ふ
ま
え
て
も
、
少
な
く
と
も
寛
政
一
二
年
度
会
計
に
お
い
て
は
、
「
隠
居
所
」
の
存
在
が
一
橋
家
財
政
全
体
の
収
支
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
寛
政
一
二
年
度
の
本
邸
財
政
の
「
金
方
」
「
別
記
項
目
」
（
「
右
之
外
御
金
蔵
ニ
有
之
分
」
）
の
合
計
は
、
金
一
万
九
〇
七
四
両
二
分
二
朱
、
銀
五
貫
七
八
・
九
六
二
匁
と
、
銭
が
マ
イ
ナ
ス
四
五
貫
三
五
〇
文
で
あ
る
四
。
別
記
項
目
の
「
出
高
」（
一
橋
家
の
債
権
）
で
最
大
の
金
額
で
あ
る
「
諸
向
拝
借
金
出
高
」（
金
三
〇
七
両
三
分
と
銀
一
・
四
三
二
匁
）
の
う
ち
、
一
〇
両
は
申
年
中
の
「
神
田
橋
御
金
之
内
ゟ
拝
借
金
渡
」
と
あ
り
、
神
田
橋
財
政
か
ら
一
部
移
動
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
別
記
項
目
の
「
御
除
金
有
高
」
の
う
ち
に
「
神
田
橋
御
庭
奉
行
納
」
金
四
両
二
分
二
朱
、
銀
七
・
五
匁
、
銭
一
貫
二
五
六
文
が
み
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
　
第
三
節
　一
橋
家
財
政
に
お
け
る
「
隠
居
所
」
と
一
橋
治
済
の
認
識
前
節
で
は
、
一
橋
本
邸
財
政
と
「
隠
居
所
」
財
政
の
関
係
を
数
値
の
面
か
ら
追
究
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
一
橋
家
財
政
の
中
で
「
隠
居
所
」
が
占
め
た
位
置
や
、
本
邸
財
政
と
「
隠
居
所
」
財
政
に
対
す
る
一
橋
治
済
の
認
識
を
史
料
上
の
記
述
か
ら
分
析
す
る
。
前
節
ま
で
の
数
量
分
析
と
本
節
に
お
け
る
史
料
文
言
の
分
析
の
双
方
を
ふ
ま
え
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
史
料
的
条
件
の
も
と
で
は
あ
る
が
、
一
橋
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
の
特
徴
や
意
義
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
寛
政
〜
文
政
期
の
一
橋
家
本
邸
と
「
隠
居
所
」
と
の
並
存
に
つ
い
て
、
一
橋
治
済
は
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
）
時
点
で
そ
の
弊
害
を
認
識
し
て
い
た
。
【
史
料
2
】
は
寛
政
一
二
年
一
二
月
一
三
日
「
新
組
並
之
者
御
増
人
御
書
」
で
あ
り
、
同
史
料
は
治
済
か
ら
の
家
政
へ
の
指
示
を
記
し
た
「
御
書
」
等
を
ま
と
め
た
「
最
樹
院
様
御
筆
写
　下
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
2
】四
五
寛
政
十
二
年
庚
申
十
二
月
十
三
日
　
 
直
（
勘
定
奉
行
新
直
右
衛
門
ヵ
）
右
衛
門
認
出
し
候
別
紙
之
趣
尤
之
儀
ニ
存
候
、
あ
の
通
ニ
而
者
心
得
違
之
者
も
出
来
不
致
、
新
組
並
之
者
増
人
申
付
候
儀
可
然
と
存
候
、
然
ル
処
両
屋
形
同
日
ニ
出
殿
而
已
ニ
無
之
、
折
悪
敷
打
続
候
節
、
今
日
も
供
ニ
而
早
出
、
又
者
居
残
夜
ニ
入
帰
宅
い
た
し
、
又
明
日
も
出
、
又
〻
供
等
勤
候
儀
、
兼
而
之
覚
悟
与
違
あ
く
み
候
様
ニ
も
成
り
行
可
申
、
左
候
時
者
末
〻
病
人
抔
も
出
来
、
自
然
与
不
勤
ニ
も
可
相
成
、
其
上
此
方
と
も
出
殿
之
節
、
心
遣
ニ
有
之
　
 
民
部
卿
方
者
勤
向
も
有
之
候
へ
共
、
此
方
勤
も
急
度
無
之
事
ニ
候
へ
者
、
別
而
心
遣
ヒ
ニ
存
候
、
折
角
今
般
御
手
当
も
被
成
下
候
へ
者
、
半
分
通
り
右
之
出
方
ニ
相
成
候
へ
而
も
可
然
候
、
調
通
り
ニ
而
者
三
分
一
も
出
方
無
之
候
へ
者
、
竪
帳
調
通
り
ニ
而
可
然
候
、
且
又
神
田
橋
者
人
少
ナ
之
事
故
、
別
帳
勤
之
上
下
ニ
寄
褒
美
等
者
有
之
可
然
と
存
候
、
尤
神
田
橋
勤
之
者
人
少
ナ
と
申
趣
ニ
成
り
候
ハ
ヽ
可
然
と
存
候
、
且
又
目
付
支
配
之
分
者
一
ヶ
36
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（83）
一
ヶ
年
入
用
与
当
時
を
見
合
候
ハ
ヽ
、
相
分
可
申
事
与
存
候
、
其
外
何
レ
も
心
附
候
事
者
可
申
聞
候
一 
諸
士
ゟ
末
〻
迠
分
限
高
者
大
株
ニ
候
へ
共
、
是
者
六
ヶ
敷
事
ニ
而
、
人
数
を
減
候
而
者
取
締
ニ
も
拘
り
、
数
年
勤
功
之
者
又
者
部
屋
住
之
者
も
無
拠
類
者
呼
出
し
候
事
も
有
之
候
間
、
是
又
無
拠
事
ニ
候
、
尤
都
而
之
儀
諸
向
痛
ミ
ニ
不
成
、
無
益
之
事
仕
来
ニ
而
も
改
正
有
之
様
ニ
致
度
候
、
横
尾
六
右
衛
門
、
大
林
与
兵
衛
抔
者
向
〻
彼
是
と
批
判
致
候
由
ニ
者
候
得
共
、
当
時
与
違
難
渋
之
時
節
ヲ
取
計
候
儀
、
あ
れ
程
ニ
無
之
而
者
参
り
兼
可
申
、
当
時
者
程
能
取
計
候
ハ
ヽ
行
届
可
申
哉
、
向
〻
ゟ
申
出
候
事
を
其
侭
ニ
通
し
候
ニ
者
、
自
ラ
入
用
嵩
ミ
、
さ
も
可
相
成
与
存
候
、
依
之
大
意
之
処
申
達
し
候
間
、
厚
勘
弁
之
上
可
申
聞
候
也
本
史
料
で
は
、「
隠
居
所
」
は
治
済
一
代
の
こ
と
で
あ
り
、「
二
箱
」（
二
〇
〇
両
）
の
残
高
で
十
分
で
あ
る
と
治
済
が
認
識
し
て
お
り
、
「
一
橋
」
へ
の
「
響
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
「
隠
居
所
」
の
「
省
略
」
を
指
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
「
一
橋
」
は
「
永
続
」
の
も
の
で
あ
り
、
「
領
知
収
納
并
当
時
御
本
丸
ゟ
暮
ニ
至
り
相
廻
り
候
利
金
」
と
あ
る
通
り
、
年
貢
と
幕
府
へ
の
「
預
け
金
」
利
子
（
第
一
章
第
一
節
）
に
よ
る
財
政
運
営
を
志
向
し
て
い
た
四
九
。
そ
し
て
、
治
済
は
家
臣
の
多
さ
は
止
む
を
得
な
い
と
し
つ
も
、
「
尤
都
而
之
儀
諸
向
痛
ミ
ニ
不
成
、
無
益
之
事
仕
来
ニ
而
も
改
正
有
之
様
ニ
致
度
候
」
と
あ
る
通
り
、
家
政
に
お
い
て
「
無
益
之
事
」
が
み
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
家
臣
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
こ
の
改
善
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
史
料
の
約
一
ヶ
月
後
の
文
政
五
年
六
月
二
六
日
に
は
、
一
橋
家
老
の
曲
渕
甲
斐
守
五
〇
か
ら
、
近
年
の
日
光
社
参
も
あ
っ
て
財
政
が
「
御
繰
廻
シ
不
容
易
」
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
五
一
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
文
政
期
に
も
、
一
橋
家
内
―
少
な
く
と
も
治
済
と
重
臣
層
に
お
い
て
は
、
財
政
改
善
の
必
要
性
が
一
定
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
通
り
、
文
政
一
〇
年
の
治
済
死
去
以
降
の
時
期
に
お
け
る
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
は
残
存
せ
ず
、
「
隠
居
所
」
と
一
橋
家
本
邸
と
い
う
二
つ
の
会
計
体
系
が
一
本
化
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
辻
達
也
氏
に
よ
る
と
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
神
田
橋
邸
の
一
部
が
一
橋
邸
に
囲
い
込
ま
れ
、
神
田
橋
邸
の
残
り
の
土
地
は
、
天
保
七
年
に
田
安
家
三
代
当
主
斉
匡
が
拝
領
し
て
い
る
五
二
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
一
橋
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
と
、
こ
れ
へ
の
一
橋
治
済
の
認
識
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
「
隠
居
所
」
は
治
済
存
世
時
の
み
設
置
さ
れ
て
お
り
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
「
隠
居
所
」
付
き
の
家
臣
は
五
九
〇
名
（
一
一
役
職
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
章
第
三
節
で
み
た
通
り
、
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
る
一
橋
家
の
家
臣
全
体
の
約
四
一
・
三
％
に
あ
た
る
。
「
隠
居
所
」
付
き
の
家
臣
は
本
邸
の
家
臣
と
は
異
な
る
役
職
構
成
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
隠
居
所
」
が
所
領
と
直
接
的
な
関
係
を
ほ
ぼ
有
さ
な
い
こ
と
、
本
邸
と
「
隠
居
所
」
と
の
儀
礼
や
職
務
の
相
違
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
邸
・
「
隠
居
所
」
双
方
の
職
務
に
従
事
す
る
家
臣
の
負
担
の
大
き
さ
な
ど
、
本
邸
・「
隠
居
所
」
の
並
存
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
を
一
橋
治
済
は
認
識
し
、
こ
の
改
善
を
志
向
す
る
と
も
に
、
晩
年
の
文
政
期
に
お
い
て
も
家
臣
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
家
政
の
改
善
を
模
索
し
（82）
年
ツ
ヽ
神
田
橋
之
方
持
切
引
多
之
節
者
、
両
屋
形
ニ
而
融
通
い
た
し
可
然
と
存
候
、
孰
ニ
も
来
春
ニ
至
り
部
屋
〻
之
処
も
勘
弁
有
之
候
様
（
用
人
丸
山
勝
五
郎
ヵ
）
、
江
も
噺
置
可
然
候
一 
尾
州
其
外
諸
家
抔
江
参
り
候
節
も
、
新
組
ゟ
介
之
者
多
相
成
候
而
者
、
自
然
与
様
子
も
相
知
レ
手
薄
之
儀
与
存
候
本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
具
体
的
な
経
緯
は
不
明
だ
が
、
冒
頭
の
「
直
右
衛
門
」
は
一
橋
家
勘
定
奉
行
の
新
直
右
衛
門
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
人
が
差
し
出
し
た
書
類
を
見
た
治
済
が
「
尤
之
儀
」
と
述
べ
、
こ
れ
以
降
一
橋
邸
お
よ
び
神
田
橋
邸
の
家
臣
の
出
勤
状
況
や
勤
務
態
度
に
つ
い
て
の
治
済
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
治
済
が
一
橋
家
の
財
政
や
家
臣
の
勤
務
に
つ
い
て
、
勘
定
奉
行
に
状
況
を
確
認
し
、
指
示
を
出
す
中
で
作
成
さ
れ
た
史
料
の
一
つ
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
一
橋
家
は
寛
政
一
〇
〜
同
一
二
年
ま
で
三
年
間
の
倹
約
期
限
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
三
年
間
延
長
し
て
お
り
四
六
、
【
史
料
2
】
は
倹
約
や
家
政
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
た
時
期
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
で
は
、
二
代
隠
居
治
済
お
よ
び
三
代
斉
敦
が
同
日
や
連
日
で
の
「
出
殿
」
を
行
う
場
合
、
「
供
」
の
者
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
「
神
田
橋
勤
之
者
」
が
少
な
い
た
め
、
「
両
屋
形
」
の
間
で
家
臣
の
出
勤
等
を
「
融
通
」
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
詳
細
は
不
明
だ
が
一
橋
家
臣
―
「
新
組
並
之
者
」
を
増
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
家
臣
の
出
勤
等
の
「
融
通
」
は
、
前
章
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
財
政
面
だ
け
で
な
く
、
人
員
の
面
で
も
一
橋
邸
と
「
隠
居
所
」
が
双
方
向
的
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
文
政
五
年
（
一
八
二
）
五
月
二
〇
日
に
、
一
橋
治
済
が
治
済
附
の
重
役
で
あ
る
河
原
隼
人
四
七
へ
一
橋
家
と
「
隠
居
所
」
の
財
政
改
善
の
方
針
を
伝
え
た
「
御
勝
手
向
御
改
正
之
御
書
」
（
「
最
樹
院
様
御
筆
写
　下
」
収
録
）
を
示
し
、
治
済
が
一
橋
家
に
お
け
る
本
邸
と
「
隠
居
所
」
の
並
存
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
【
史
料
3
】四
八
文
政
五
午
年
五
月
廿
日
河
原
隼
人
江
一 
神
田
橋
勝
手
方
之
儀
者
、
此
（
治
済
）
方
生
涯
之
事
ニ
付
、
実
者
一
ヶ
年
二
箱
余
充
も
残
り
候
得
者
無
差
支
事
ニ
候
、
併
右
之
趣
ヲ
表
江
顕
シ
候
而
者
、
油
断
も
出
来
致
し
、
一
ツ
ニ
者
一
橋
江
も
自
然
与
響
キ
候
事
故
、
随
分
向
〻
省
略
之
心
得
可
有
之
者
勿
論
ニ
候
得
共
、
内
〻
者
前
書
之
趣
心
得
候
而
取
扱
可
然
事
一 
橋
之
方
者
永
続
之
事
ニ
候
間
、
領
知
収
納
并
当
時
　
 
御
本
丸
ゟ
暮
ニ
至
り
相
廻
り
候
利
金
ニ
而
、
少
〻
ツ
ヽ
も
残
り
有
之
、
翌
年
之
収
納
以
後
迠
貯
ニ
相
成
候
様
致
度
者
ニ
候
、
猶
得
与
勘
考
之
上
可
申
聞
候
　
　但
一
両
年
ニ
者
無
覚
束
与
存
候
一 
先
年
此
方
江
年
〻
壱
万
両
拝
領
被
　仰
付
、
夫
ゟ
収
納
之
高
与
打
込
、
其
頃
初
之
内
者
年
〻
御
取
替
与
唱
候
米
金
有
之
候
得
共
追
〻
相
止
、
有
余
出
来
候
歟
と
存
候
、
尤
当
時
者
御
簾
中
有
之
候
得
共
、
先
年
与
違
子
供
も
栄
姫
計
之
事
ニ
候
、
乍
去
追
〻
考
見
候
処
、
先
年
婚
姻
已
前
之
子
供
之
様
子
与
違
、
自
然
御
簾
中
之
振
合
ヲ
而
已
准
シ
候
様
ニ
被
存
候
、
右
等
之
処
者
又
老
女
共
心
得
方
之
達
し
も
可
有
之
歟
、
先
年
紀
姫
手
前
ニ
居
候
節
之
35
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（83）
一
ヶ
年
入
用
与
当
時
を
見
合
候
ハ
ヽ
、
相
分
可
申
事
与
存
候
、
其
外
何
レ
も
心
附
候
事
者
可
申
聞
候
一 
諸
士
ゟ
末
〻
迠
分
限
高
者
大
株
ニ
候
へ
共
、
是
者
六
ヶ
敷
事
ニ
而
、
人
数
を
減
候
而
者
取
締
ニ
も
拘
り
、
数
年
勤
功
之
者
又
者
部
屋
住
之
者
も
無
拠
類
者
呼
出
し
候
事
も
有
之
候
間
、
是
又
無
拠
事
ニ
候
、
尤
都
而
之
儀
諸
向
痛
ミ
ニ
不
成
、
無
益
之
事
仕
来
ニ
而
も
改
正
有
之
様
ニ
致
度
候
、
横
尾
六
右
衛
門
、
大
林
与
兵
衛
抔
者
向
〻
彼
是
と
批
判
致
候
由
ニ
者
候
得
共
、
当
時
与
違
難
渋
之
時
節
ヲ
取
計
候
儀
、
あ
れ
程
ニ
無
之
而
者
参
り
兼
可
申
、
当
時
者
程
能
取
計
候
ハ
ヽ
行
届
可
申
哉
、
向
〻
ゟ
申
出
候
事
を
其
侭
ニ
通
し
候
ニ
者
、
自
ラ
入
用
嵩
ミ
、
さ
も
可
相
成
与
存
候
、
依
之
大
意
之
処
申
達
し
候
間
、
厚
勘
弁
之
上
可
申
聞
候
也
本
史
料
で
は
、「
隠
居
所
」
は
治
済
一
代
の
こ
と
で
あ
り
、「
二
箱
」（
二
〇
〇
両
）
の
残
高
で
十
分
で
あ
る
と
治
済
が
認
識
し
て
お
り
、
「
一
橋
」
へ
の
「
響
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
「
隠
居
所
」
の
「
省
略
」
を
指
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
「
一
橋
」
は
「
永
続
」
の
も
の
で
あ
り
、
「
領
知
収
納
并
当
時
御
本
丸
ゟ
暮
ニ
至
り
相
廻
り
候
利
金
」
と
あ
る
通
り
、
年
貢
と
幕
府
へ
の
「
預
け
金
」
利
子
（
第
一
章
第
一
節
）
に
よ
る
財
政
運
営
を
志
向
し
て
い
た
四
九
。
そ
し
て
、
治
済
は
家
臣
の
多
さ
は
止
む
を
得
な
い
と
し
つ
も
、
「
尤
都
而
之
儀
諸
向
痛
ミ
ニ
不
成
、
無
益
之
事
仕
来
ニ
而
も
改
正
有
之
様
ニ
致
度
候
」
と
あ
る
通
り
、
家
政
に
お
い
て
「
無
益
之
事
」
が
み
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
家
臣
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
こ
の
改
善
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
史
料
の
約
一
ヶ
月
後
の
文
政
五
年
六
月
二
六
日
に
は
、
一
橋
家
老
の
曲
渕
甲
斐
守
五
〇
か
ら
、
近
年
の
日
光
社
参
も
あ
っ
て
財
政
が
「
御
繰
廻
シ
不
容
易
」
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
五
一
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
文
政
期
に
も
、
一
橋
家
内
―
少
な
く
と
も
治
済
と
重
臣
層
に
お
い
て
は
、
財
政
改
善
の
必
要
性
が
一
定
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
通
り
、
文
政
一
〇
年
の
治
済
死
去
以
降
の
時
期
に
お
け
る
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
は
残
存
せ
ず
、
「
隠
居
所
」
と
一
橋
家
本
邸
と
い
う
二
つ
の
会
計
体
系
が
一
本
化
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
辻
達
也
氏
に
よ
る
と
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
神
田
橋
邸
の
一
部
が
一
橋
邸
に
囲
い
込
ま
れ
、
神
田
橋
邸
の
残
り
の
土
地
は
、
天
保
七
年
に
田
安
家
三
代
当
主
斉
匡
が
拝
領
し
て
い
る
五
二
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
一
橋
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
と
、
こ
れ
へ
の
一
橋
治
済
の
認
識
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
「
隠
居
所
」
は
治
済
存
世
時
の
み
設
置
さ
れ
て
お
り
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
「
隠
居
所
」
付
き
の
家
臣
は
五
九
〇
名
（
一
一
役
職
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
章
第
三
節
で
み
た
通
り
、
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
る
一
橋
家
の
家
臣
全
体
の
約
四
一
・
三
％
に
あ
た
る
。
「
隠
居
所
」
付
き
の
家
臣
は
本
邸
の
家
臣
と
は
異
な
る
役
職
構
成
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
隠
居
所
」
が
所
領
と
直
接
的
な
関
係
を
ほ
ぼ
有
さ
な
い
こ
と
、
本
邸
と
「
隠
居
所
」
と
の
儀
礼
や
職
務
の
相
違
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
邸
・
「
隠
居
所
」
双
方
の
職
務
に
従
事
す
る
家
臣
の
負
担
の
大
き
さ
な
ど
、
本
邸
・「
隠
居
所
」
の
並
存
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
を
一
橋
治
済
は
認
識
し
、
こ
の
改
善
を
志
向
す
る
と
も
に
、
晩
年
の
文
政
期
に
お
い
て
も
家
臣
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
家
政
の
改
善
を
模
索
し
34
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（85）
赤
字
を
計
上
し
た
年
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
、
さ
ら
に
米
価
変
動
等
に
よ
る
収
入
の
上
下
、
例
え
ば
「
拂
米
」
代
金
等
も
不
明
な
点
が
多
い
。
一
橋
徳
川
家
文
書
に
お
い
て
、
「
一
橋
勘
定
目
録
」
と
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
の
残
存
状
況
が
限
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
は
今
後
解
明
で
き
な
い
可
能
性
も
か
な
り
高
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
「
隠
居
所
」
へ
の
幕
府
か
ら
の
年
金
・
合
力
米
は
毎
年
定
額
で
あ
る
た
め
、
寛
政
一
二
年
度
の
数
値
を
基
準
に
議
論
す
る
こ
と
は
一
定
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
限
定
を
付
し
つ
寛
政
一
二
年
度
の
数
値
を
参
照
し
て
い
く
こ
と
が
、
史
料
の
残
存
状
況
に
鑑
み
て
最
も
現
実
的
な
態
度
で
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
本
邸
の
財
政
と
「
隠
居
所
」
財
政
の
運
営
の
主
導
権
は
誰
（
家
臣
、
一
橋
家
当
主
、
治
済
の
い
ず
れ
か
）
が
握
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
は
、
「
一
橋
勘
定
目
録
」
、
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
橋
家
当
主
が
早
世
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
（
第
一
章
第
二
節
）
、
幕
臣
で
あ
る
上
級
家
臣
（
家
老
・
勝
手
掛
用
人
な
ど
）
は
財
政
面
に
お
い
て
公
儀
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
五
六
、
一
橋
治
済
に
よ
る
必
ず
し
も
公
儀
に
依
存
し
な
い
形
で
の
財
政
改
善
へ
の
試
行
錯
誤
（
第
二
章
第
三
節
）
か
ら
、
隠
居
し
た
治
済
の
主
導
性
を
想
定
す
べ
き
と
筆
者
は
考
え
て
お
り
、
今
後
の
検
討
が
必
要
な
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
本
邸
と
「
隠
居
所
」
と
の
間
で
の
資
金
移
動
の
具
体
的
な
手
続
き
、
自
由
な
資
金
移
動
が
で
き
た
の
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
通
り
、
本
稿
は
前
掲
拙
稿
の
補
足
と
い
う
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、
隠
居
・
「
隠
居
所
」
の
財
政
の
内
実
や
こ
れ
と
本
邸
・
本
藩
財
政
と
の
関
係
を
追
究
す
る
こ
と
が
、
日
本
近
世
領
主
財
政
論
の
進
展
の
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
若
手
研
究
一
九
Ｋ
一
三
三
六
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
調
査
に
あ
た
り
、
茨
城
県
立
歴
史
館
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
註
：
*
　
 
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
講
師
一
 
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
一
橋
徳
川
家
文
書
Ｇ
一
―
一
〜
一
〇
。
な
お
、
本
稿
で
は
一
橋
徳
川
家
文
書
を
「
一
橋
」
と
略
記
す
る
。
二
　
 
一
橋
Ｇ
一
―
三
。
隠
居
所
」
の
語
意
は
「
隠
居
し
た
人
の
住
む
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
「
隠
居
屋
敷
」
等
と
同
義
で
あ
る
が
（
日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
巻
』
小
学
館
、
一
九
七
三
年
、
四
五
三
〜
四
五
四
頁
）
、
本
稿
で
は
一
橋
治
済
が
隠
居
し
て
居
住
し
た
神
田
橋
邸
と
そ
の
家
臣
や
邸
の
機
構
を
総
称
し
て
「
隠
居
所
」
と
表
現
い
る
。
治
済
の
隠
居
の
過
程
や
神
田
橋
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
第
二
節
で
概
要
を
述
べ
た
。
三
　
 
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
三
四
頁
。
四
 
前
掲
註
（
三
）
田
中
氏
著
書
三
七
八
〜
三
七
九
頁
。
五
　
 
伊
藤
昭
弘
『
藩
財
政
再
考
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
。
六
 
前
掲
註
（
五
）
伊
藤
氏
著
書
第
二
章
、
第
四
章
終
章
。
七
　
 
鎌
田
浩
『
幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
』
（
成
文
堂
、
一
九
七
〇
年
）
五
頁
で
は
、
農
民
の
家
に
お
け
る
当
主
権
が
武
士
の
そ
れ
と
比
べ
て
弱
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
書
一
七
頁
で
は
、
武
士
の
隠
居
に
つ
い
て
「
当
主
の
補
佐
役
的
任
に
応
ず
る
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
隠
居
の
親
権
は
当
主
対
し
ほ
と
ん
ど
及
び
得
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
八
　
 
笠
谷
和
比
古
『
主
君
「
押
込
」
の
構
造
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
年
）
は
家
臣
に
よ
る
主
君
の
「
押
込
隠
居
」
を
分
析
し
て
い
る
。
大
藤
修
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
年
）
三
一
〜
三
二
頁
で
は
、
武
士
当
主
の
隠
居
に
は
厳
し
（84）
て
い
た
。
「
隠
居
所
」
の
財
政
と
一
橋
家
本
邸
の
財
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
）
度
の
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
に
よ
る
と
、
そ
の
収
入
は
幕
府
か
ら
の
拝
領
金
・
合
力
米
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
年
度
の
「
一
橋
勘
定
目
録
」
を
み
る
と
、
「
隠
居
所
」
と
本
邸
と
の
間
で
資
金
・
米
の
双
方
向
的
な
移
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
が
一
冊
し
か
残
存
せ
ず
、
ま
た
「
一
橋
勘
定
目
録
」
も
寛
政
一
二
年
度
以
降
は
天
保
期
以
降
の
も
の
し
か
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、【
史
料
2
】
の
よ
う
な
一
橋
邸
と
「
隠
居
所
」
と
の
間
で
の
家
臣
の
出
勤
等
を
融
通
す
る
こ
と
に
関
す
る
記
述
か
ら
も
、
あ
る
程
度
両
者
の
間
で
人
材
や
資
金
・
物
資
を
や
り
と
り
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
資
金
・
米
の
移
動
も
寛
政
期
〜
文
政
一
〇
年
ま
で
一
定
程
度
み
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
寛
政
〜
文
政
期
に
は
、
「
隠
居
所
」
の
財
政
が
本
邸
の
「
資
産
」
あ
る
い
は
「
負
債
」
と
し
て
機
能
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
（
寛
政
一
二
年
度
は
「
資
産
」
と
し
て
機
能
）
。
次
に
、
「
一
橋
勘
定
目
録
」
を
題
材
と
し
て
一
橋
家
財
政
に
つ
い
て
検
討
し
た
拙
稿
五
三
と
本
稿
の
成
果
と
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
。
は
じ
め
に
と
第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
通
り
、
拙
稿
で
は
、
文
政
一
〇
年
の
大
規
模
な
所
領
替
に
よ
っ
て
年
貢
収
入
が
増
加
し
た
点
や
、
天
保
改
革
に
伴
う
幕
府
と
の
関
係
の
後
退
と
所
領
と
の
関
係
の
深
化
等
の
点
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
文
政
一
〇
年
以
前
の
一
橋
家
財
政
に
つ
い
て
は
、
幕
府
に
支
え
ら
れ
て
い
た
側
面
が
大
き
か
っ
た
点
を
述
べ
た
が
、
寛
政
期
〜
文
政
一
〇
年
に
つ
い
て
は
、
「
隠
居
所
」
財
政
を
含
め
る
と
こ
の
よ
う
な
側
面
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
側
面
が
、
文
政
一
〇
年
の
治
済
死
去
＝
「
隠
居
所
」
そ
の
も
の
お
よ
び
「
隠
居
所
」
へ
の
幕
府
か
ら
の
援
助
の
廃
止
を
契
機
に
大
き
く
転
換
す
る
と
み
ら
れ
る
点
は
、
一
橋
家
財
政
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
（
第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
通
り
、
文
政
一
〇
年
に
は
大
幅
な
所
領
替
も
実
施
さ
れ
て
い
る
）
。
一
方
で
、
一
橋
家
財
政
の
恒
常
的
な
黒
字
傾
向
、
一
九
世
紀
初
期
ま
で
の
拝
領
金
・
拝
借
金
へ
の
依
存
体
制
、
文
化
〜
天
保
期
の
「
預
け
金
」
利
子
の
重
要
性
、
天
保
改
革
期
の
一
橋
家
財
政
の
性
格
の
転
換
と
い
っ
た
議
論
の
大
枠
は
基
本
的
に
維
持
さ
れ
る
。
本
稿
の
成
果
と
先
行
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
は
一
橋
治
済
に
よ
る
天
明
期
の
邸
制
改
革
五
四
、
治
済
と
老
中
田
沼
意
次
・
松
平
定
信
と
の
関
係
や
一
〇
代
将
軍
家
治
死
去
以
降
の
幕
政
へ
の
関
与
等
が
注
目
さ
れ
て
き
た
五
。
し
か
し
、
治
済
は
文
政
一
〇
年
ま
で
存
命
で
あ
り
、
本
稿
で
述
べ
た
通
り
、
隠
居
し
た
寛
政
末
年
以
降
に
お
い
て
も
家
政
改
善
の
必
要
性
を
明
確
に
認
識
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
。
前
述
の
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
文
化
期
以
降
の
一
橋
家
か
ら
幕
府
へ
の
「
預
け
金
」
利
殖
の
事
例
（
本
稿
第
一
章
第
一
節
）
等
も
ふ
ま
え
る
と
、
寛
政
期
以
降
の
治
済
の
財
政
・
家
政
に
か
わ
る
取
り
組
み
や
、
治
済
・
一
橋
家
と
幕
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
深
め
て
い
く
必
要
性
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
領
主
財
政
論
と
の
関
連
で
は
、
本
会
計
と
は
異
な
る
別
会
計
の
中
で
も
、
藩
主
家
の
実
際
の
人
物
が
ど
の
よ
う
に
財
政
を
認
識
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
点
（
第
二
章
第
三
節
）
は
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
の
成
果
の
反
面
、
「
隠
居
所
」
財
政
の
規
模
や
収
支
に
つ
い
て
は
、
寛
政
一
二
年
度
の
み
し
か
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
寛
政
〜
文
政
期
に
お
け
る
幕
府
か
ら
の
臨
時
の
拝
領
金
や
、
儀
礼
等
に
よ
っ
て
「
隠
居
所
」
が
大
幅
な
黒
字
・
33
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（85）
赤
字
を
計
上
し
た
年
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
、
さ
ら
に
米
価
変
動
等
に
よ
る
収
入
の
上
下
、
例
え
ば
「
拂
米
」
代
金
等
も
不
明
な
点
が
多
い
。
一
橋
徳
川
家
文
書
に
お
い
て
、
「
一
橋
勘
定
目
録
」
と
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
の
残
存
状
況
が
限
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
は
今
後
解
明
で
き
な
い
可
能
性
も
か
な
り
高
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
「
隠
居
所
」
へ
の
幕
府
か
ら
の
年
金
・
合
力
米
は
毎
年
定
額
で
あ
る
た
め
、
寛
政
一
二
年
度
の
数
値
を
基
準
に
議
論
す
る
こ
と
は
一
定
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
限
定
を
付
し
つ
寛
政
一
二
年
度
の
数
値
を
参
照
し
て
い
く
こ
と
が
、
史
料
の
残
存
状
況
に
鑑
み
て
最
も
現
実
的
な
態
度
で
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
本
邸
の
財
政
と
「
隠
居
所
」
財
政
の
運
営
の
主
導
権
は
誰
（
家
臣
、
一
橋
家
当
主
、
治
済
の
い
ず
れ
か
）
が
握
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
は
、
「
一
橋
勘
定
目
録
」
、
「
神
田
橋
勘
定
目
録
」
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
橋
家
当
主
が
早
世
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
（
第
一
章
第
二
節
）
、
幕
臣
で
あ
る
上
級
家
臣
（
家
老
・
勝
手
掛
用
人
な
ど
）
は
財
政
面
に
お
い
て
公
儀
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
五
六
、
一
橋
治
済
に
よ
る
必
ず
し
も
公
儀
に
依
存
し
な
い
形
で
の
財
政
改
善
へ
の
試
行
錯
誤
（
第
二
章
第
三
節
）
か
ら
、
隠
居
し
た
治
済
の
主
導
性
を
想
定
す
べ
き
と
筆
者
は
考
え
て
お
り
、
今
後
の
検
討
が
必
要
な
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
本
邸
と
「
隠
居
所
」
と
の
間
で
の
資
金
移
動
の
具
体
的
な
手
続
き
、
自
由
な
資
金
移
動
が
で
き
た
の
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
通
り
、
本
稿
は
前
掲
拙
稿
の
補
足
と
い
う
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、
隠
居
・
「
隠
居
所
」
の
財
政
の
内
実
や
こ
れ
と
本
邸
・
本
藩
財
政
と
の
関
係
を
追
究
す
る
こ
と
が
、
日
本
近
世
領
主
財
政
論
の
進
展
の
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
若
手
研
究
一
九
Ｋ
一
三
三
六
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
調
査
に
あ
た
り
、
茨
城
県
立
歴
史
館
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
註
：
*
　
 
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
講
師
一
 
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
一
橋
徳
川
家
文
書
Ｇ
一
―
一
〜
一
〇
。
な
お
、
本
稿
で
は
一
橋
徳
川
家
文
書
を
「
一
橋
」
と
略
記
す
る
。
二
　
 
一
橋
Ｇ
一
―
三
。
隠
居
所
」
の
語
意
は
「
隠
居
し
た
人
の
住
む
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
「
隠
居
屋
敷
」
等
と
同
義
で
あ
る
が
（
日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
巻
』
小
学
館
、
一
九
七
三
年
、
四
五
三
〜
四
五
四
頁
）
、
本
稿
で
は
一
橋
治
済
が
隠
居
し
て
居
住
し
た
神
田
橋
邸
と
そ
の
家
臣
や
邸
の
機
構
を
総
称
し
て
「
隠
居
所
」
と
表
現
い
る
。
治
済
の
隠
居
の
過
程
や
神
田
橋
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
第
二
節
で
概
要
を
述
べ
た
。
三
　
 
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
三
四
頁
。
四
 
前
掲
註
（
三
）
田
中
氏
著
書
三
七
八
〜
三
七
九
頁
。
五
　
 
伊
藤
昭
弘
『
藩
財
政
再
考
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
。
六
 
前
掲
註
（
五
）
伊
藤
氏
著
書
第
二
章
、
第
四
章
終
章
。
七
　
 
鎌
田
浩
『
幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
』
（
成
文
堂
、
一
九
七
〇
年
）
五
頁
で
は
、
農
民
の
家
に
お
け
る
当
主
権
が
武
士
の
そ
れ
と
比
べ
て
弱
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
書
一
七
頁
で
は
、
武
士
の
隠
居
に
つ
い
て
「
当
主
の
補
佐
役
的
任
に
応
ず
る
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
隠
居
の
親
権
は
当
主
対
し
ほ
と
ん
ど
及
び
得
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
八
　
 
笠
谷
和
比
古
『
主
君
「
押
込
」
の
構
造
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
年
）
は
家
臣
に
よ
る
主
君
の
「
押
込
隠
居
」
を
分
析
し
て
い
る
。
大
藤
修
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
年
）
三
一
〜
三
二
頁
で
は
、
武
士
当
主
の
隠
居
に
は
厳
し
32
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（87）
月
一
九
日
条
（
二
〇
四
頁
）
で
は
、
本
史
料
等
を
も
と
に
治
済
か
ら
治
国
へ
の
教
諭
や
相
続
に
関
す
る
意
思
表
明
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
編
書
が
一
橋
家
の
年
譜
で
あ
こ
と
も
あ
り
、
【
史
料
1
】
そ
の
も
の
引
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
改
め
て
示
し
た
。
二
八
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
の
寛
政
四
年
正
月
一
九
日
条
（
二
〇
四
頁
）
で
は
、
家
老
に
思
い
止
め
ら
れ
た
も
、
治
済
に
は
内
々
で
治
国
に
家
事
を
譲
り
た
い
と
い
う
意
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
九
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
に
よ
る
。
笹
目
礼
子
「
一
橋
治
済
の
邸
制
改
革
に
み
る
大
奥
整
備
」
（
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
四
五
、
二
〇
八
年
）
三
四
頁
註
（
1
）
で
は
、
治
済
の
神
田
橋
邸
の
拝
領
ま
で
の
経
過
治
国
に
家
政
を
譲
る
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
、
治
国
の
急
逝
に
よ
り
斉
敦
を
嫡
子
と
し
た
こ
と
、
「
隠
居
を
申
出
つ
つ
も
の
当
時
未
だ
治
済
は
一
橋
邸
当
主
と
し
て
家
政
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
こ
」
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
〇
　
 
寛
政
一
年
「
御
書
付
留
　御
目
付
」
（
一
橋
Ｃ
一
―
一
六
）
。
一
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
二
一
頁
で
は
、
寛
政
年
正
月
、
治
済
に
対
し
て
一
年
に
賄
料
の
米
五
万
俵
と
金
五
千
両
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
り
代
わ
り
に
こ
れ
ま
で
得
て
い
た
年
金
一
万
両
と
三
代
当
主
斉
敦
へ
の
賄
料
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
前
掲
註
（
一
）
竹
村
氏
論
文
二
〇
一
頁
で
は
、
御
三
卿
当
主
の
隠
居
後
は
賄
料
や
領
知
と
は
別
に
米
・
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
「
領
は
当
主
自
身
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
三
二
　
 
小
川
恭
一
編
著
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
　第
6
巻
』
（
東
洋
書
林
、
一
九
八
年
）
「
御
三
卿
重
職
者
表
　ⅲ
一
橋
」
（
三
六
〜
五
三
頁
）
。
三
　
 
橋
Ｄ
一
―
四
七
。
『
一
橋
徳
川
家
文
書
目
録
』
編
集
・
発
行
茨
城
県
立
歴
史
館
、
九
八
九
年
）
の
「
解
題
「
一
橋
徳
川
家
史
料
に
つ
い
て
」
（
辻
達
也
氏
執
筆
）
二
七
一
頁
で
は
、
同
史
料
の
作
成
年
代
を
文
政
八
年
八
月
〜
同
一
〇
年
二
月
と
推
定
し
て
い
る
。
三
四
　
 
前
掲
註
（
一
七
）
武
子
氏
論
文
の
表
1
「
一
橋
徳
川
家
役
職
一
覧
」
（
五
九
〜
六
二
頁
）
に
よ
る
。
三
五
　
 
「
神
門
分
限
帳
全
」
（
一
橋
Ｄ
一
―
一
〇
）
。
治
済
附
「
用
人
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
三
二
）
を
参
照
し
た
。
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
〇
五
〜
一
〇
八
頁
で
は
、
「
代
治
済
隠
居
後
居
住
し
た
神
田
橋
邸
の
職
制
を
記
し
た
「
神
門
分
限
帳
」
（
一
〇
五
頁
）
を
利
用
て
、
奥
女
中
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註
三
）
『
一
橋
徳
川
家
文
書
目
録
』
五
八
頁
で
は
同
史
料
の
作
成
年
代
は
「
（
安
政
二
年
」
と
あ
る
が
、
本
史
料
の
表
紙
・
内
容
に
「
安
政
二
年
」
の
記
述
は
な
く
、
同
史
料
の
裏
表
紙
の
前
の
丁
に
は
「
文
政
八
年
」
と
単
独
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
史
料
の
本
文
冒
頭
に
み
ら
れ
る
土
岐
信
濃
守
は
文
化
八
〜
文
政
一
年
の
一
橋
家
老
（
文
政
八
年
八
月
六
日
、
「
一
位
殿
御
附
家
老
」
に
就
任
）
、
本
多
大
和
守
は
文
政
六
〜
同
九
の
一
橋
家
老
で
あ
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
『
日
本
近
世
史
料
　柳
営
補
任
二
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
、
一
〇
頁
）
。
文
政
一
〇
年
に
治
済
が
死
去
す
る
点
か
ら
も
、
本
史
料
は
文
政
八
の
「
神
田
橋
」
邸
の
分
限
帳
か
、
こ
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
三
六
　
 
中
村
早
知
惠
「
一
橋
徳
川
家
臣
団
の
分
析
」
（
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
四
六
、
二
〇
一
九
年
）
三
八
頁
で
は
「
治
済
は
隠
居
後
、
神
田
橋
邸
に
移
っ
て
お
り
そ
の
際
に
治
済
付
家
臣
と
し
て
神
田
橋
邸
へ
配
属
さ
れ
た
者
も
い
る
」
こ
と
、
「
一
橋
徳
川
家
文
書
の
中
に
は
こ
の
時
付
と
な
っ
家
臣
の
分
限
帳
も
残
さ
れ
て
」
お
り
、
「
今
後
史
料
を
中
心
に
一
橋
家
臣
団
の
中
で
も
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
一
橋
家
財
政
に
お
け
る
「
隠
居
所
」
の
位
置
と
「
隠
居
所
」
財
政
に
対
す
一
橋
治
済
の
認
識
を
解
明
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
の
家
臣
団
に
つ
い
て
は
そ
総
数
等
、
必
要
最
低
限
言
及
に
と
ど
る
。
三
七
　
 
前
掲
註
（
一
七
）
武
子
氏
論
文
表
1
。
八
 
九
横
山
、
辻
氏
一
九
八
年
・
一
九
一
年
論
文
。
三
九
　
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
二
頁
。
四
〇
 
四
一
橋
Ｇ
―
。
一
　
 
【
表
2
】
1
「
御
小
納
戸
金
へ
渡
」
に
関
し
て
、
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
〇
二
頁
で
は
（
当
主
の
日
常
生
活
費
）
渡
し
方
」
が
橋
家
用
人
の
職
務
と
さ
れ
て
い
る
。
四
二
　
 
前
掲
註
（
一
四
）
一
橋
Ｇ
一
―
二
。
三
 
拙
稿
八
六
〜
一
八
七
頁
、
【
表
4
】
。
拙
稿
【
表
4
】
で
は
寛
政
一
二
年
度
財
政
の
「
米
方
」
単
年
度
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
二
三
九
・
七
八
石
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
米
方
」
の
数
値
は
「
米
」
以
外
の
「
白
米
」
や
「
籾
米
」
等
も
全
て
集
計
し
た
数
値
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
の
数
値
（
の
み
の
集
計
）
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
四
　
 
前
掲
註
（
一
四
）
一
橋
Ｇ
一
―
二
。
五
 
寛
政
一
二
年
二
月
三
日
「
新
組
並
之
者
御
増
人
御
書
」
（
天
明
四
年
〜
文
政
五
年
「
最
樹
院
様
御
筆
写
下
」
一
橋
Ａ
一
―
一
八
―
三
）
。
一
橋
Ａ
一
―
一
八
―
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
文
書
の
標
題
は
、
同
史
料
冒
頭
の
目
次
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
引
用
し
。
【
史
料
2
】
中
の
人
物
の
比
定
に
際
し
て
は
、
前
掲
註
（
三
二
）
小
川
氏
編
著
三
六
〜
四
一
頁
を
参
照
し
た
。
四
六
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
寛
政
二
年
此
月
条
（
二
三
四
頁
）
。
七
 
小
川
著
三
七
頁
で
は
文
政
三
年
時
点
で
河
原
は
治
済
附
の
用
人
で
あ
り
、
同
四
二
頁
で
は
文
政
九
年
時
点
で
治
済
附
の
側
用
人
兼
番
頭
と
な
っ
て
（86）
い
条
件
が
あ
っ
た
こ
と
、
幕
末
期
に
は
少
壮
堅
固
な
武
士
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
隠
居
制
限
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
九
　
 
一
橋
治
済
の
幕
政
へ
の
関
与
や
一
橋
家
の
邸
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
横
山
則
孝
「
家
斉
の
将
軍
就
任
と
一
橋
治
済
」
（
『
史
叢
』
一
、
一
九
六
七
年
）
辻
達
也
一
橋
徳
川
家
と
御
三
卿
」
（
同
『
近
世
話
悠
思
社
九
一
二
〇
〜
二
一
頁
、
同
「
一
橋
治
済
の
邸
制
改
革
」
（
『
専
修
史
学
』
二
〇
、
九
八
年
）
、
幕
末
期
の
徳
川
斉
昭
等
有
志
大
名
の
国
政
参
加
に
つ
い
て
は
鵜
飼
政
志
「
ペ
リ
ー
来
航
と
内
外
の
政
治
状
況
」
（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座
明
治
維
新
　第
2
巻
　幕
末
政
治
社
会
変
動
』
有
志
舎
、
二
〇
一
年
所
収
）
を
参
照
し
た
。
一
〇
　
 
岩
﨑
義
則
「
幕
末
平
戸
藩
に
お
け
る
隠
居
の
表
助
成
に
つ
い
て
」
（
『
史
淵
』
一
四
五
、
二
〇
八
年
）
。
一
　
 
辻
達
也
「
徳
川
御
三
卿
の
生
活
」
（
『
専
修
人
文
論
集
』
五
三
、
一
九
四
年
）
、
竹
村
誠
御
三
卿
の
領
知
変
遷
大
石
学
編
『
近
世
国
家
の
権
力
構
造
』
岩
田
書
院
、
二
〇
年
所
収
）
、
拙
稿
「
近
世
後
期
の
一
橋
徳
川
家
に
お
け
る
財
政
運
営
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
九
、
二
〇
一
六
年
）
。
上
記
拙
稿
註
（
25
）
で
も
述
べ
た
通
り
、
一
橋
家
財
政
や
前
掲
註
（
）
の
帳
簿
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
係
編
『
蓮
田
市
史
通
史
編
Ⅰ
』
（
蓮
田
市
教
育
委
員
会
二
〇
二
年
、
第
三
編
第
五
章
第
二
節
、
真
下
祥
幸
氏
執
筆
）
、
高
砂
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
編
『
高
砂
市
史
巻
通
史
編
近
世
』
（
高
砂
市
二
〇
一
〇
年
、
八
六
一
〜
八
六
二
頁
、
中
川
す
が
ね
氏
執
筆
）
、
古
賀
康
士
「
近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開
」
（
岡
山
地
方
史
研
究
会
・
広
島
近
世
近
代
史
研
究
会
合
同
研
究
会
報
告
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
日
）
、
同
「
近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
六
二
二
〇
一
九
年
）
、
真
下
祥
幸
氏
の
二
〇
三
年
度
駒
沢
学
会
大
会
報
告
（
〇
三
年
六
月
二
八
日
、
真
下
祥
幸
「
発
表
要
旨
　
三
卿
一
橋
家
の
財
政
に
つ
い
て
」
『
駒
澤
史
学
』
六
二
二
〇
四
年
、
一
一
〜
二
頁
）
が
あ
り
、
社
会
教
育
課
市
編
さ
ん
係
編
『
蓮
田
市
史
近
世
資
料
編
Ⅱ
』
（
蓮
田
市
教
育
委
員
、
一
九
七
年
）
一
三
〜
一
三
七
頁
で
は
嘉
永
元
年
度
の
財
政
帳
簿
（
一
橋
Ｇ
一—
六
）
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
二
　
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
九
頁
〜
一
二
六
頁
。
三
 
拙
稿
「
お
わ
り
に
」
参
照
。
一
四
　
 
享
和
二
年
九
月
「
寛
政
十
二
申
年
米
金
納
拂
御
勘
定
目
録
下
札
帳
」
（
一
橋
Ｇ
一
―
二
）
。
一
五
　
 
前
掲
註
（
三
）
田
中
氏
著
書
、
伊
藤
氏
著
書
で
論
点
と
し
て
強
調
さ
れ
て
お
り
、
一
橋
家
で
も
一
般
会
計
と
「
別
記
項
目
」
が
分
け
て
記
述
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
註
（
一
）
拙
稿
第
二
章
、
第
三
章
）
。
一
六
　
 
一
橋
領
の
成
立
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
〇
〜
一
三
頁
、
竹
村
氏
論
文
第
二
節
、
一
橋
家
の
所
領
替
に
つ
い
て
は
竹
村
氏
論
文
第
二
節
と
前
掲
註
（
一
）
拙
稿
第
章
に
よ
る
。
一
七
　
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
、
武
子
裕
美
「
御
三
卿
の
家
臣
団
構
造
」
（
『
学
習
院
史
学
』
四
九
、
二
〇
一
年
）
田
中
丈
敏
一
橋
徳
川
邸
臣
団
の
形
成
過
程
」
（
『
若
越
郷
土
研
究
』
六
〇
―
二
、
二
〇
一
六
年
）
第
三
章
。
一
八
　
 
町
田
哲
「
一
橋
領
知
上
方
支
配
と
川
口
役
所
」
（
塚
田
孝
編
『
大
阪
に
お
け
る
都
市
の
発
展
と
構
造
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
四
年
所
収
）
一
七
九
頁
。
一
九
　
 
明
治
三
年
六
月
四
日
「
大
坂
御
蔵
元
并
御
立
入
町
人
共
之
儀
ニ
付
伺
書
」
（
明
治
三
年
頃
）
「
〔
帳
簿
〕
」
一
橋
Ｇ
二
―
二
八
）
。
二
〇
　
 
前
掲
註
（
一
）
拙
稿
第
章
第
一
節
。
江
戸
掛
屋
中
井
新
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
田
中
康
雄
「
寛
政
期
に
お
け
る
江
戸
両
替
商
の
経
営
」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
二
一
九
六
八
年
）
も
参
照
し
た
。
二
一
　
 
本
段
落
で
の
記
述
は
註
記
が
な
い
限
り
前
掲
註
（
一
）
拙
稿
（
特
に
第
二
章
・
第
三
章
）
に
よ
る
。
二
　
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
、
特
に
同
論
文
一
九
頁
。
三
 
本
節
で
述
べ
る
一
橋
家
当
主
の
系
譜
・
履
歴
に
つ
い
て
は
、
注
記
が
な
い
限
り
一
橋
家
の
歴
年
譜
を
ま
と
め
た
辻
達
也
編
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』
（
続
群
書
類
聚
完
成
会
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
し
た
。
二
四
　
 
九
代
当
主
慶
喜
の
処
分
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
四
八
四
〜
四
九
七
頁
（
特
に
安
政
五
年
七
月
五
日
条
〈
四
八
四
頁
〉
、
同
六
年
八
月
二
七
日
条
〈
〇
〜
四
九
一
頁
〉
、
万
延
元
年
九
月
日
条
〈
四
九
七
頁
〉
）
、
お
よ
び
家
近
良
樹
『
徳
川
慶
喜
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
〜
四
〇
頁
の
記
述
を
参
照
し
た
。
な
お
、
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』
は
一
橋
徳
川
家
文
書
の
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
一
橋
家
の
年
譜
で
あ
り
、
史
料
そ
の
も
の
引
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
事
績
を
知
る
う
え
で
非
常
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
二
五
　
 
御
三
卿
で
は
、
当
主
不
在
（
無
主
）
の
ま
各
家
が
存
続
さ
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
（
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
九
一
頁
、
辻
達
也
「
徳
川
御
三
卿
の
性
格
」
第
二
節
・
第
三
節
、
同
『
江
戸
幕
府
政
治
史
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
年
所
収
）
。
二
六
　
 
本
段
落
で
の
屋
敷
の
拝
領
や
移
動
に
関
す
る
記
述
は
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
第
一
章
1
・
2
に
よ
る
。
二
七
　
 
寛
政
四
年
「
飯
田
町
江
御
逗
留
ニ
付
敬
宗
院
様
江
御
書
并
御
家
老
江
御
書
」
（
天
明
七
〜
文
化
一
三
年
「
最
樹
院
様
御
教
訓
御
書
写
　全
」
一
橋
Ａ
一
―
二
〇
）
。
一
橋
Ａ
一
―
二
〇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
の
標
題
は
、
同
史
料
冒
頭
の
目
次
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
本
稿
で
は
引
用
し
た
。
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
寛
政
四
年
正
31
近
世
後
期
に
お
け
る
一
橋
徳
川
家
の
「
隠
居
所
」
財
政
―
寛
政
一
二
年
度
財
政
帳
簿
の
分
析
を
中
心
に
―
　
東
野
　将
伸
（87）
月
一
九
日
条
（
二
〇
四
頁
）
で
は
、
本
史
料
等
を
も
と
に
治
済
か
ら
治
国
へ
の
教
諭
や
相
続
に
関
す
る
意
思
表
明
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
編
書
が
一
橋
家
の
年
譜
で
あ
こ
と
も
あ
り
、
【
史
料
1
】
そ
の
も
の
引
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
改
め
て
示
し
た
。
二
八
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
の
寛
政
四
年
正
月
一
九
日
条
（
二
〇
四
頁
）
で
は
、
家
老
に
思
い
止
め
ら
れ
た
も
、
治
済
に
は
内
々
で
治
国
に
家
事
を
譲
り
た
い
と
い
う
意
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
九
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
に
よ
る
。
笹
目
礼
子
「
一
橋
治
済
の
邸
制
改
革
に
み
る
大
奥
整
備
」
（
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
四
五
、
二
〇
八
年
）
三
四
頁
註
（
1
）
で
は
、
治
済
の
神
田
橋
邸
の
拝
領
ま
で
の
経
過
治
国
に
家
政
を
譲
る
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
、
治
国
の
急
逝
に
よ
り
斉
敦
を
嫡
子
と
し
た
こ
と
、
「
隠
居
を
申
出
つ
つ
も
の
当
時
未
だ
治
済
は
一
橋
邸
当
主
と
し
て
家
政
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
」
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
〇
　
 
寛
政
一
年
「
御
書
付
留
　御
目
付
」
（
一
橋
Ｃ
一
―
一
六
）
。
一
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
二
一
頁
で
は
、
寛
政
年
正
月
、
治
済
に
対
し
て
一
年
に
賄
料
の
米
五
万
俵
と
金
五
千
両
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
り
代
わ
り
に
こ
れ
ま
で
得
て
い
た
年
金
一
万
両
と
三
代
当
主
斉
敦
へ
の
賄
料
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
前
掲
註
（
一
）
竹
村
氏
論
文
二
〇
一
頁
で
は
、
御
三
卿
当
主
の
隠
居
後
は
賄
料
や
領
知
と
は
別
に
米
・
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
「
領
は
当
主
自
身
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
三
二
　
 
小
川
恭
一
編
著
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
　第
6
巻
』
（
東
洋
書
林
、
一
九
八
年
）
「
御
三
卿
重
職
者
表
　ⅲ
一
橋
」
（
三
六
〜
五
三
頁
）
。
三
　
 
橋
Ｄ
一
―
四
七
。
『
一
橋
徳
川
家
文
書
目
録
』
編
集
・
発
行
茨
城
県
立
歴
史
館
、
九
八
九
年
）
の
「
解
題
「
一
橋
徳
川
家
史
料
に
つ
い
て
」
（
辻
達
也
氏
執
筆
）
二
七
一
頁
で
は
、
同
史
料
の
作
成
年
代
を
文
政
八
年
八
月
〜
同
一
〇
年
二
月
と
推
定
し
て
い
る
。
三
四
　
 
前
掲
註
（
一
七
）
武
子
氏
論
文
の
表
1
「
一
橋
徳
川
家
役
職
一
覧
」
（
五
九
〜
六
二
頁
）
に
よ
る
。
三
五
　
 
「
神
門
分
限
帳
全
」
（
一
橋
Ｄ
一
―
一
〇
）
。
治
済
附
「
用
人
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
三
二
）
を
参
照
し
た
。
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
〇
五
〜
一
〇
八
頁
で
は
、
「
代
治
済
隠
居
後
居
住
し
た
神
田
橋
邸
の
職
制
を
記
し
た
「
神
門
分
限
帳
」
（
一
〇
五
頁
）
を
利
用
て
、
奥
女
中
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註
三
）
『
一
橋
徳
川
家
文
書
目
録
』
五
八
頁
で
は
同
史
料
の
作
成
年
代
は
「
（
安
政
二
年
」
と
あ
る
が
、
本
史
料
の
表
紙
・
内
容
に
「
安
政
二
年
」
の
記
述
は
な
く
、
同
史
料
の
裏
表
紙
の
前
の
丁
に
は
「
文
政
八
年
」
と
単
独
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
史
料
の
本
文
冒
頭
に
み
ら
れ
る
土
岐
信
濃
守
は
文
化
八
〜
文
政
一
年
の
一
橋
家
老
（
文
政
八
年
八
月
六
日
、
「
一
位
殿
御
附
家
老
」
に
就
任
）
、
本
多
大
和
守
は
文
政
六
〜
同
九
の
一
橋
家
老
で
あ
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
『
日
本
近
世
史
料
　柳
営
補
任
二
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
、
一
〇
頁
）
。
文
政
一
〇
年
に
治
済
が
死
去
す
る
点
か
ら
も
、
本
史
料
は
文
政
八
の
「
神
田
橋
」
邸
の
分
限
帳
か
、
こ
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
三
六
　
 
中
村
早
知
惠
「
一
橋
徳
川
家
臣
団
の
分
析
」
（
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
四
六
、
二
〇
一
九
年
）
三
八
頁
で
は
「
治
済
は
隠
居
後
、
神
田
橋
邸
に
移
っ
て
お
り
そ
の
際
に
治
済
付
家
臣
と
し
て
神
田
橋
邸
へ
配
属
さ
れ
た
者
も
い
る
」
こ
と
、
「
一
橋
徳
川
家
文
書
の
中
に
は
こ
の
時
付
と
な
っ
家
臣
の
分
限
帳
も
残
さ
れ
て
」
お
り
、
「
今
後
史
料
を
中
心
に
一
橋
家
臣
団
の
中
で
も
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
一
橋
家
財
政
に
お
け
る
「
隠
居
所
」
の
位
置
と
「
隠
居
所
」
財
政
に
対
す
一
橋
治
済
の
認
識
を
解
明
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
の
家
臣
団
に
つ
い
て
は
そ
総
数
等
、
必
要
最
低
限
言
及
に
と
ど
る
。
三
七
　
 
前
掲
註
（
一
七
）
武
子
氏
論
文
表
1
。
八
 
九
横
山
、
辻
氏
一
九
八
年
・
一
九
一
年
論
文
。
三
九
　
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
二
頁
。
四
〇
 
四
一
橋
Ｇ
―
。
一
　
 
【
表
2
】
1
「
御
小
納
戸
金
へ
渡
」
に
関
し
て
、
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
一
〇
二
頁
で
は
（
当
主
の
日
常
生
活
費
）
渡
し
方
」
が
橋
家
用
人
の
職
務
と
さ
れ
て
い
る
。
四
二
　
 
前
掲
註
（
一
四
）
一
橋
Ｇ
一
―
二
。
三
 
拙
稿
八
六
〜
一
八
七
頁
、
【
表
4
】
。
拙
稿
【
表
4
】
で
は
寛
政
一
二
年
度
財
政
の
「
米
方
」
単
年
度
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
二
三
九
・
七
八
石
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
米
方
」
の
数
値
は
「
米
」
以
外
の
「
白
米
」
や
「
籾
米
」
等
も
全
て
集
計
し
た
数
値
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
の
数
値
（
の
み
の
集
計
）
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
四
　
 
前
掲
註
（
一
四
）
一
橋
Ｇ
一
―
二
。
五
 
寛
政
一
二
年
二
月
三
日
「
新
組
並
之
者
御
増
人
御
書
」
（
天
明
四
年
〜
文
政
五
年
「
最
樹
院
様
御
筆
写
下
」
一
橋
Ａ
一
―
一
八
―
三
）
。
一
橋
Ａ
一
―
一
八
―
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
文
書
の
標
題
は
、
同
史
料
冒
頭
の
目
次
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
引
用
し
。
【
史
料
2
】
中
の
人
物
の
比
定
に
際
し
て
は
、
前
掲
註
（
三
二
）
小
川
氏
編
著
三
六
〜
四
一
頁
を
参
照
し
た
。
四
六
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
寛
政
二
年
此
月
条
（
二
三
四
頁
）
。
七
 
小
川
著
三
七
頁
で
は
文
政
三
年
時
点
で
河
原
は
治
済
附
の
用
人
で
あ
り
、
同
四
二
頁
で
は
文
政
九
年
時
点
で
治
済
附
の
側
用
人
兼
番
頭
と
な
っ
て
30
（88）
い
る
。
な
お
、
河
原
隼
人
は
文
政
八
年
七
月
二
日
に
近
江
守
へ
叙
爵
し
て
お
り
（
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
三
〇
三
頁
）
、
文
政
一
〇
年
六
月
一
七
日
に
は
、
側
用
人
兼
番
頭
の
職
を
病
気
の
た
め
御
役
御
免
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
三
一
頁
）
。
四
八
　
 
文
政
五
年
五
月
二
〇
日
「
御
勝
手
向
御
改
正
之
御
書
」
（
一
橋
Ａ
一
―
一
八
―
三
所
収
）
。
四
九
　
 
前
掲
註
（
一
）
拙
稿
一
九
一
頁
に
お
い
て
、
【
史
料
3
】
の
一
部
を
引
用
し
て
、
「
一
橋
家
の
永
続
の
た
め
に
は
、
年
貢
収
納
と
幕
府
へ
の
「
預
け
金
」
利
子
と
い
う
二
つ
の
手
段
に
よ
る
財
政
改
善
が
必
要
と
の
認
識
が
当
時
か
ら
存
在
し
て
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
「
隠
居
所
」
財
政
や
家
臣
の
俸
禄
、
家
政
に
お
け
る
「
無
益
之
事
」
に
か
わ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
本
稿
で
改
め
て
史
料
の
全
体
を
翻
刻
・
引
用
し
た
う
え
で
考
察
を
加
え
た
。
五
〇
　
 
小
川
恭
一
編
著
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
　第
五
巻
』
（
東
洋
書
林
、
一
九
八
年
）
二
四
八
六
〜
二
四
八
七
頁
に
よ
る
と
、
曲
淵
は
文
政
元
年
一
月
二
八
日
に
一
橋
家
老
と
な
り
、
同
六
年
一
二
月
一
日
に
は
留
守
居
に
な
っ
て
い
る
。
五
一
　
 
前
掲
註
（
二
三
）
辻
氏
編
書
文
政
五
六
六
条
（
二
九
六
頁
）
、
文
政
五
年
「
御
書
付
留
　御
目
付
」
（
一
橋
Ｃ
一
―
三
一
）
。
五
二
　
 
前
掲
註
（
一
）
辻
氏
論
文
七
三
〜
七
四
頁
。
三
 
拙
稿
。
五
四
　
 
前
掲
註
（
九
）
辻
氏
一
九
八
年
論
文
。
 
横
山
論
文
、
深
井
雅
海
「
天
明
末
年
に
お
け
る
将
軍
実
父
一
橋
治
済
の
政
治
的
役
割
」
（
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和
五
六
年
度
、
一
九
八
二
年
）
、
前
掲
註
二
五
）
辻
氏
著
書
第
一
二
章
等
。
五
六
　
 
前
掲
註
（
一
辻
氏
論
文
一
〜
一
二
六
頁
。
29
